
令和６年度 第２回 いじめの把握のためのアンケート調査結果について 

北海道帯広養護学校 

 

１ アンケート調査の実施期間 

 (1) 令和６年 10 月 21 日（月）から 10 月 31 日（木）まで 

(2) グーグルフォームを使用した回答 

 ＊各設問にイラストを使用し、児童生徒が理解できるような工夫を行った。 

 ＊文字やイラストの理解が難しい児童生徒は教師が読み上げ、一緒に取り組んだ。 

 

２ アンケート調査の結果 

(1) 「嫌な思いをしたことがある」の回答数 

【小学部】  ５件 

【中学部】  ０件 

【高等部】  １件 

 

(2) 上記(1)の項目の具体的内容（複数回答あり） 

【小学部】・冷やかしやからかい、悪口を言われた。 

・ひどくぶつかられたり、たたかれたり、蹴られたりする。 

【高等部】・軽くぶつかられたり、遊ぶふりをしてたたかれたりする。 

 

(3) 上記(1)の項目であると回答した児童生徒で「今も嫌な思いをしている」の回答数 

【小学部】  ０件 

【高等部】  １件 

 

 

(4) 上記(3)の項目に回答した児童生徒への対応（指導グループ担当へ聞き取り） 

【高等部】回答時に設問を確認せず、自由にタップ（回答）していた。生徒を尊重し、訂正はせず、そのままの

状態で回答を送信した。日頃の生徒同士の様子は良好であり、嫌な思いをしている様子などは見ら

れない。また、過去に友達同士のトラブルなどもない。 

 

(5) 「いじめ」の認知件数（上記のアンケート調査の結果より） 

【小学部】  ０件 

【中学部】  ０件 

【高等部】  ０件 

 

 


